










 

 地域における国民健康保険保健婦の活動を中心に今後の母子保健サービスの

在り方を検討した。 

 最初に岩手県における就業保健婦は昭和50年末現在401名でそのうち国保保

健婦は昭和 51 年 3 月現在 294 名である。国保保健婦 1人当り国保人口(被保険

者数)の県平均は2,440人で,県下62市町村のなかで1人当り国保人工の最も少

ないのは沢内村の 951 人,最も多いのは種市町の 5,639 人となっている。この数

字は全国に比較すると上位グループに入り充足率はよい方である。 


